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製品紹介 520～522

■製品について

●本製品は室内専用です。浴室内や屋外などには使用しないでください。

●本製品はフラットな壁面で使用してください。段差がある壁面やタイル壁など、不
陸が生じやすい壁面に使用すると、パーツが取付けられなくなるおそれがあります。

●本製品は必ずセットでご使用ください。他社製品との組み合わせにより発生した不
具合などにつきましては、責任を負いかねますので予めご了承ください。

●本カタログでは、「耐荷重」などの表記により、ご使用に関する許容範囲を示してい
ます。範囲を超えてご使用になりますと、故障や事故発生の原因になりかねません
のでご注意ください。

●ブラケットは、必ず下地材あるいは芯材の厚みが十分にある壁面に取付けてくだ
さい。薄い下地や、ねじの効かない場所に取付けますとブラケットが脱落するおそ
れがあり大変危険です。

●壁面が石膏ボードの場合は、必ず裏に20mm以上の下地材を入れてください。

●１本のメインレールに対し、必ず２ヶ以上のブラケットで固定してください。ブラケ
ットピッチは500mm以内で取付け、メインレール端部からブラケット中心までは
100mm以内としてください。

■メインレールの取付け

ブラケットの取付け
ブラケットベースの４ヶ所の穴のうち、２ヶ所の長穴を先に仮止めし
ブラケットの位置調整をします。

ブラケット位置が決まったら全てのねじを本締めします。
４本のねじが締まっていることを確認してから、ブラケットカバーを
装着してください。

メインレールの取付け
ブラケットの先端にメインレール中央の溝を引っ掛けます。

メインレール4,000mm：ブラケット９ヶ

ブラケット数の目安

メインレール1,200mm：ブラケット３ヶ

石膏ボードにご使用の場合

下地材20mm以上

ブラケット

石
膏
ボ
ー
ド

100 475（推奨） 475（推奨） 475（推奨）

100 500（推奨） 500（推奨） 100

施 工 ガ イ ド

設 計 ガ イ ド （　　　　　　　　　　についてのご注意）

屋内用（浴室では使用できません）

ブラケ
ットピッ

チ＝50
0mm以

内

ブラケットベース
長穴

長穴

ブラケットカバー

製品紹介 520～522

全てのブラケットの先端がメインレールの溝に
引っ掛かっていることを確認したら、ブラケット
の固定ねじを締め付けて固定します。

●お手入れの際は、乾燥した柔らかい布で拭いてください。汚れがひどい場合は、中性洗剤を浸した柔らかい布を使用し、拭き取り後は洗剤もきれいに拭
き取ってください。

●シンナー、アルコール、トイレ用洗剤などの中性洗剤以外の薬品は製品の表面を傷めるおそれがあるため、絶対に使用しないでください。
●本製品に用途以上の荷重を加えたり、用途以外の使い方をしないでください。部品が壊れ思わぬ事故の原因となります。
●本製品に乗ったり、ぶら下がったりしないでください。部品が壊れ思わぬ事故の原因となります。
●各取付ねじがゆるんだままご使用を続けますと、製品が壊れ故障するおそれがあります。取付ねじのゆるみを見つけた際はねじを締め直してください。

■使用上のご注意

固定板

固
定

緩
め
る

メインレールに添付のプレートは、ブラケットの高さを調整するた
めの「高さ調整プレート」です。施工後に壁面とメインレールの間が
狭く各パーツが取付けにくい場合は、ブラケットのねじを一度緩め
て高さ調整プレートを横から差し込み、高さを調整してください。

ブラケット用高さ調整プレート

施 工 ガ イ ド

高さ調整プレート
ｔ=1

固定ねじを締め付ける際は、電動インパクトドライバーは
絶対に使用しないでください。
ねじや固定板が破損するおそれがあります。

ご注意

■各パーツの取付け・取外し　※各パーツの外し方は逆手順となります。

※取付けにくい場合は…

掛ける 置く

乗せる はずす

パーツを差し込みにくい場合に、
無理に押し込むと壁面を傷つけ
てしまうおそれがあります。
そのような場合は、メインレール
を手前に２mm程度傾けるとス
ムーズに取付けができます。

※取外しにくい場合は…
幅の広いパーツを取外す場合は、片側から外すと楽に取外しができます。

メインレール

ハンギング
シェルフSの場合

片側から外す

アクリルトレイ600

インナーフック
フック10
フック30

ハンギングシェルフS
ボトムプレート

トッププレート
インナーケース

各パーツは取付後に横移動できないので、移動させる時は一度はずしてから再度付け直してください。

ご注意

トッププレートの場合

手前に２mm
程度傾ける

メインレール

843




